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【特集】卒業生保護者からのメッセージ 

～卒業生保護者の体験談に学ぶ～ 

 進路だより「わーく＆らいふ」では毎年、「卒業生保護者から

のメッセージ」と題して特集記事をお届けしています。今年も卒

業生１８人（一般学級１５人、重複障がい学級３人）の保護者か

らお寄せ頂いたアンケート結果の中から、在校生の保護者の皆様

や私たち教職員に向けたメッセージをご紹介します。 

 特別支援学校は、小学生から高校生までが学ぶ場であり、下級

生にとっては、上学年・学部へのあこがれを生み、子どものキャ

リア発達を刺激するよい環境と言えます。 

 また保護者の皆様にとりましても、身近な場所に、数年あるいは１０年ほど先を歩む先

輩（生徒・保護者）たちの姿があることで、「将来必要なこと」に気づき、日頃の子育て

のヒントや「今からできること」を知ることができるはずです。 

 今回の特集では、卒業生保護者から寄せられたメッセージの中から「進路選択に向けた

ポイント」をはじめ、「これまで効果的だった取組や足りなかった取組」などをお届けし

ます。子育てを考える上での「様々な価値観」や「視点」に富んだメッセージが盛りだく

さんです。学校生活を終える先輩保護者の今の複雑な「感慨」に思いを馳せながらどうぞ

お読みください。 

 

 

 

 

・一日怪我なく安心して過ごすことができ、本人が楽しめる所を選びました

・本人がリラックスして過ごすことができること。 

・施設体験中、そこの環境に馴染めそうか、子どもの表情や子 

 どもの言動を注視しました。また帰宅後の子どもの様子を見 

 て、ストレスが溜まっていないか確認し、やっていけそうだ 

 と感じました。 

 

・本人が続けていくことができるかどうか。子どもにあった所 

 が見つかるまで、いろいろな所に実習に行ってみて話も深 

 く聞いておいた方がいいと思います。 

・本人ができる作業内容かどうか。それと事業所全体の雰囲気を見て決めま 

 した。本人が楽しく無理なく通えることを一番に考えました。 

・少しでも長く働けそうな場所を選びました。 

 

・子どもの意思を尊重する。 

・本人の気持ち（やりたい、やってみたい）を大切にしました。 

・小さい頃（幼児～中学入学まで）本人のやりたい、やってみたいことを、 

 障がいがあるから無理、まわりが受け入れてくれないだろうと思い、チャ 

 レンジすることを親が避けていたと思います。不安ながらも受け入れてく 

 れるところを探し、チャレンジさせることで子どもの成長、乗り越える力 

 があることを感じ本人の意思を優先する気持ちになれたと思います。親も 

 成長させてもらえました。 

・自分の子どもの得意なこと。（やってみて）興味をもてるか、何に向いて 

 いるか考えました。 

 

・子 ど も の 特 性 に 合 っ た 場 所 。  

 

 

・学校から帰宅後のルーティーン化。 

・やるべきことをさっさとやって、その後を自由時間にすることで何を優先 

 してやるべきなのかがはっきり見えるようになったのか、時間のやりく 

 りが上手になったと思います。 

 

 



・毎日のお手伝いとお手伝いしたら１００円もらえ 

 る取組は長続きしているし、本人もやる気をもっ 

 て 頑 張 れ て い ま す 。 洋 服 た た み も 上 手 に な り ま  

 した。 

・子どもとの時間を大切にする。話をよく聞く。 

・時々会話の中でも成長を促していけるよう、困った 

 ときや思うように行かないときの向き合い方を話 

 していました。 

・現場実習に行くときは不安でいっぱいだと思いま 

 す。でも、よくできたときなどはほめてあげると自 

 信 に つ な が る と 思 い ま す の で よ く 話 を 聞 い て   

 あげてください。 

・一貫した態度をとること。（良いものは良い。だめなものはだめ） 

・家族及び関わる人の見方を統一しておくこと。 

・仕事といってもまだピンとこないと思います。実際職場体験に行く中で自 

 分に向いている仕事に出会ったときに、親もしっかり賛同してみせまし 

 た。あとは本人のやる気次第です。 

・添い寝をしないで寝かせてみようと思い、取り組むと数日でマスターしま 

 した。 

・子どものやりたいことを尊重しました。寝たいときは好きなだけ寝せて疲 

 れをため込まないようにしました。 

 

 

  

 

・朝６：１５～２０に起きて夜１０：００には寝る。これはずっと守れて 

 います。学校の準備も一人でできていました。 

・時間の管理 

・友達との関わりが上手くなったと思います。（課題はまだまだありま  

 すが） 

・コミュニケーション力の向上。まわりの言動に敏感なぐらい周りをよく見る力がついた 

 と思います。 

・他の人と仲良く過ごすこと。 

・挨拶を気持ちよくできる。人を大事にできること。 

 積極的に自分の思い、考え、「ヘルプ」を言葉にして伝えられるようになった。 

・親がわからない部分・集団生活のなかで子どもの良い面を見つけていただき、本人  

 の自信につながったと思います。新しいことにチャレンジする力をつけてもらえた  

 と思います。 

・立って排尿（チャックだけ外して） 

・後片付け、部屋の電気を消す。落ちた物や取ったものを元 

 の位置に戻す。 

・時間をまもること。 

・話をよく聞いて伝えることができること。 

・気持ちのコントロールが上手になりました。 

・先生方の指示に従うこと。（年上、目上の人がいるということを意識すること） 

・タイマーの導入による切り替えのスムーズさ。 

・最後までやりとげること。 

 

 

  



 

 

・ ダ ン ス に 挑 戦 さ せ て あ げ た か っ た と 思 っ て い ま す 。  

 卒業後に是非、挑戦してみようと思います。 

・ 体 力 面 が 少 し 心 配 で あ る た め 、 毎 日 走 る な ど 体 を も  

 少し動かせていたらと思います。 

・スポーツ。 

・社会経験の場をもっと準備できれば良かったです。 

・片付け、身だしなみ 

・ 食 生 活 に も う 少 し 気 を つ け る べ き だ っ た 。 食 事 の  

 ランス（野菜果物不足などなど） 

・トイレの自立 

 

 

 

 

 

・チャレンジできることは何でもやってみる。 

・経験が多いほどこれからの子どもたちの力になると思うので、出来ないと 

 思っても、させてみるのもいいことだと思います。 

・自信をもって何にでも挑戦してみてください。 

・子どもと過ごす時間を逃して後悔しないために一日一日子どもとの時間を 

 大切に親子のコミュニケーションを楽しみましょう。 

･12 年間はあっという間に過ぎていきました。一日一日一つ一つの行事を 

 楽しんでいってほしいと思います。思い出をたくさんつくってください。 

 
  

・早めに動いて、自分の進んでみたいところの目星をつける。 

・荒尾支援学校での 12 年間はあっという間に過ぎていきました。どの学部 

 でも親の話や子どものことにもすごく親身になってくださり、安心して学 

 校生活が送れたと思います。感謝しかありません。進路のことでも丁寧に 

 相談にのってくださいます。子どもの力を信じて良い方向に導いてくだ 

 さいます。きめ細やかな指導で安心できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


